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ISAD(G)に基づいたポルトガルのアーカイブズ記述標準（則竹）
文書館ごとの記録史料自体の数に差がある点を踏まえたとしても、文ilド館ごとにほとんどあ
るいは全く設定されない記述レベルが存在することが､この表から読み取れる。例えば､アヴェ
イロ(Aveiro)地方やベー ジャ(Beja)地方、そしてサンタレー ン(Santar6m)地方の公立文
書館では、subfundo、secfaoの両記述レベルとその下位区分が1つも投定されていない。また
この内、BejaとSantar6mの文耆館においては、documentosimplesの設定例も1つも見られな
かった。つまり、（デー タベー ス上においては）物理的な集合体であるunidadedeinstalafao"
documentocompost()といったレベルまでの記述にとどまっていると考えられる。ただしそれ以
外の地方公立文1l1節においても、documentosimplesの数がunidadedeinstala●30とdocumento
compostoのいずれかあるいは両方の数をドIIIIっている。Unidadedeinslalaaoの観点からは、
グアルダ(Guarda)地方、ヴィアナ・ド・カステー ロ(VianadoCastelo)地方、そしてヴィ
ラ・レアール(VilaReal)地方の3つの文諜館においてその設定例が1つも見られない。所蔵
する記録史料の数に差があるとはいえ、地方の公立文書館全体が|KI立文III:館ほど各種の記述レ
ベルを活用しきれていない状況がうかがえる。
続いて、3－(1)-①で具体的な実例を示すことかできなかったsubfilndo、subsubhmdo，secfao
に関して、このデータベースから民間企業の例を引用し検証することで補足したい45)。ボルト
地方公立文書館所蔵のiilndoである"BancodoMinho(ミー ニョ銀行)..の下位階層を見ると、
「支店」や「代珊,li」など、並列する部署が他に存在しない可能性もあるｲII類の部署について
はsubfimdoが設定され、一方そうではない械類の部署にはsecfaoが設定されていると言うこと
ができる。
】【
ハワしﾉseue,0elegaPoes
0rrespondentes
,本店・支店・通信」
>(SC)Prestafaodeservifc
、+十一I〆ズの媒ｲ壮’
笥産管理
(SC)Opf
脂動取引
(F)BancodoMinho「ミー ニョ銀行」
qeUSDoz
ぢ広’
meleRaCof
【)rrespOnuellLes
,本店・支店・通信」
>(SC)Prestafaodeservicc
サービスの提供」
>>(SSC)Guardadevalores
~資産管理」
>(SC)Operafoesactivas
~骨上官制,”辺11
乱回enC1a〔1f
)eD6SitOSI預金
【)IlLaD111uaue
】「§断言円．墓幕瓢
45）表内の記述レベルの記紋には2-(3)で示した略称を用いたので、正式名称についてはそちらを参照
されたい。なお、sGrieレベル以下は省略した。また、"(SF)AgenciadeGuimaraegの下位階)W
の内、"(SF)FilialdeLisboa"の下位階層とliil様である記述単位については、スペー スの都合上省
略した。詳しくはボルト地方公立文書館のデータベースを参照されたい
(http://pesquisa.adporto.pt/asearch)｡
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「貸方処理」
>>>(SSC)Garantias｢担保」
>>>(SSC)Titulosdescontaveis
｢割引証券」
>>(SC)Operaf6espassivas
｢受動取引」
>>>(SSC)Dep6sitos「預金」
>>>(SSC)Sistemasde
pagamento「支払いシステム」
>>>(SSC)Sistemasde
compensa"o「補俄システム」
>>(SC)Contabilidadee
tesouraria「簿記・経理」
>>(SC)Servifos.
administrativos
｢経営サービス」
「貸方処理」
>>>(SSC)Garantias｢担保」
>>>(SSC)Titulosdescontaveis
「割引証券」
>>>(SSC)OperafOes
6nanceiras「財務取引」
>>(SC)OperafOespassivas
「受動取引」
>>>(SSC)Sistemasde
pagamento「支払いシステム」
>>>(SSC)Sistemasde
compensafao「補償システム」
>>(SC)Contabindadee
tesouralia「簿記･経理」
>>(SC)Servifos
administrativos
「経営サービス」
>>(SC)Administra"oe
planeamento「経営・立案」
>(SC)Constimifaoe
regulamentafao「規則・規程」
>(SC)Contencioso「訴訟」
>(SC)Sede,delegafOese
correspondentes
「本店・支店・通信」
>(SC)Liquida"o「決済」
>(SC)Presta●3odeServicos
「サービスの提供」
>>(SSC)Titulosdeconta
alheia「他口座の証券」
>>(SSC)Guardadevalores
「資産符理」
>(SC)OperafOespassivas
｢受動取引」
>>(SSC)Dep6sitos｢預金」
>>(SSC)Sistemasde
pagamento「支払いサー ビス」
（3）まとめ
国際標準にllllしたIKI内標準であるODAの制定に伴って、従来の俄門における定義からの多少
の変更が見られた記述レベルについては、先行研究で取り上げられ、論議を呼んでいる事実か
らも明らかなように、その設定方法についてポルトガルのアーカイプズ界の共通理解を得てい
ないかあるいは新しい記述標準の浸透が不十分である可能性が考えられる。目録データベー
ス上のみでの調査となってしまったものの、実際の記述例を概観しても、特に従来の慣習にお
ける定義からの変更が見られた記述レベルに関連する部分において、その設定例数に文書館ご
とのばらつきが見られ、今後ODAをどのように普及させていくかという点についての課題が浮
き彫りになったと両うことかできる。
その課題を解決するための小さな一歩として、記述の上での問題点を抱えうる記述レベルに
ついて、先行研究を交えてより詳細な理解の追求を試みた。まず、使い分けが暖昧であると見
受けられるODAのsubfundoとsecfaoの区別基準である「独立性」をIﾘl確にするために、あるひ
とつの組織体(lilndo)の'l!で設定されうる各レベルの数という、質的ではなく量的な要素を判
断に用いる方法を提示した。次に、階層位慨が定められておらず、ISAD(G)においては対応す
る記述レベルが存ｲI;しないunidadedeinstalafaoについては、従来の悩料、ISAD(G)、そして
ODAにおける「アーカイブズ単位」や「記述単位｣、「記述レベル」といった基本用語の定義の
確認をした上で、｜則連して「編成」や「記述」といった用語や、記述レベルの名称が定義の内
容に使われている川語の定義も加えて参照し、アーカイブズ記述の過程のどの段階でunidade
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deinstalafaoが設定されるかについての仮説を立てることができた。またそれだけでなく、定
義の上ではI'llllとされている階隅位i針についても、関連する各用語の定義を総合的に解釈する
ことで、ある程度具体的な階層位満を仮定することかできた。実際のところ、ODAに示される
記述例を調査しても、3-(1)-②で述べたようにserieよりも下の階肘で、かつdocumento
Compostoよりも上の階肘であるという仮定にすべてが合致していた。網羅的な調査は行えてい
ないが、3－(2)で取り上げた|｣録データベースの例を概観しても、雄本的には前述の仮定に合致
していたと言うことができる。
4．むすび
2－(2)でも言及したように、アーカイプズ記述の国際標準であるISAD(G)は、国内の記述標準
あるいは記述に|則する比較的明確な慣習を持った国への適用だけでなく、IKI内の記述に関する
規則や慣習が発展していない国への適用も意図して制定されたものである。従って、本稿で取
り上げたポルトガルとII1様、国際標準への適用は、従来アイテムレベルでの記述の意識しか根
づいておらず、記録史料の階屑構造を反映した記述を行っていなかったll本のアーカイブズ界
においても避けては通れない道である。11本においては、階層榊造を葱識した記述の慣習がな
かった分、匠l際標準の適用に際してポルトガルのような問題は起こりえないかもしれないか、
国際標準への適jllを試みる様々なバックグラウンドを抱えた国々の，"例を参考にすることが
今後よりよいアーカイブズ記述環境を整え、日本のアーカイプズ界を発展させていくために必
要であると考える。本稿では取り上げなかったが、筆者の調査が及んだスペインの記述標準に
ついても、隣IKIポルトガルとはやや異なった記述レベルを定義付けているなど、日本のアーカ
イブズ界にとって参!!((しがいのある1‘例のひとつである。かつ、IKIレベルの記述標準に力llえて
（すべての州ではないが）州レベルの記述標準が併存する状況は、地〃の公立文書館に関する
国家レベルでの法的な規定が存在するポルトガル46)とは対極的であり、IKI家機関と地方公共団
体の機関に同一穂の法律を適用できないながらも、国家機関に適Ⅱ)される「公文書等の管理に
関する法律」に倣って、各地方公共剛体で同様の条例を制定する傾向にある、いわば中央集権
と地方分権の「中間的」な性質を持つ11本においては、やはり参考にすべき事例であると言え
るであろう。
本稿では、アーカイブズ記述の中の記述レベルという非常に狭いテーマの範州にとどまって
しまった。IKI際標準の適川によって記述に関する従来の慣習の中で影郷を受けたことを最も明
確に提示することのできる項||が記述レベルであったとはいえ、ポルトガルにおけるアーカイ
ブズ記述関係の現状を全般的に検証していくことによって、n本のアーカイブズ界においても
参考になりうる特徴が見出せるかもしれない。ただし、ポルトガルにおける規則や慣習か本来
ポルトガルのアーカイブズ事情を反映した内容になっているのは11然のことであるため、参考
になるか否かというある繩の「経済性」を追求するだけでは、可能性を狭めアーカイプズ記述
46）ポルトガル政府アーカイプズ統括部のウェブサイト内の次のページを参照。
<http://dgarq.govpt/dgarq/transparencia-administrativa/legislacao/>
（アクセス日:2013年9月14日）
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の環境を向上させるには至らないであろう。今後、あらゆる国や地域のアーカイブズ事備を検
証、考察する研究成果が蓄祇されていくことを願って止まない。
－98－
